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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　窓枠に取り付けられた本体と、
障子の戸先框に取り付けられた障子側係合部材に係合する枠側係合部材及び連動ピンを有
する、前記窓枠の開口部内面に沿って摺動可能に支持された連動部材と、
該連動部材を移動させるように前記連動ピンを操作する操作部が室外側に設けられるとと
もに、操作ハンドルが室内側に設けられた、前記開口部内面に直交する支軸まわりに回動
するように前記本体により支持された操作部材と、
からなり、
前記操作ハンドルの把持部を前記本体に近づけた施錠位置と前記把持部を前記本体から遠
ざけた開錠位置との間で前記操作部材を回動させることにより施開錠を行う、窓枠内に組
み込まれた障子を室内外方向へ開閉することができる窓に用いられる施錠装置であって、
　前記操作ハンドルに対して、前記支軸と平行な回動軸まわりに回動するロック片を、該
ロック片の把持部が前記操作ハンドルの把持部から室外方向へ突出した状態となるように
弾性付勢してなり、前記施錠位置において、前記ロック片の把持部が前記操作ハンドルの
把持部から室外方向へ突出した状態では、前記ロック片の掛止部が前記本体に設けた掛止
片により掛止され、前記弾性付勢力に抗して前記ロック片の把持部を室内方向へ回動させ
た状態では、前記掛止部と前記掛止片との掛止が解除されるとともに、
　前記本体により支持され、前記操作部材の前記支軸から前記操作部との間の部分に当接
する当接部が設けられるとともに前記部分に向かって弾性付勢され、前記本体の開口から
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出没する施錠確認用出没体を備え、該施錠確認用出没体は、前記操作部材の前記支軸まわ
りの回動に連動して、前記施錠位置で前記開口から突出し、前記開錠位置で前記開口内に
没入するものである、操作部材のロック装置を備えた施錠装置。
【請求項２】
　窓枠に取り付けられた本体と、
障子の戸先框に取り付けられた障子側係合部材に係合する枠側係合部材が室外側に設けら
れるとともに、操作ハンドルが室内側に設けられた、前記窓枠の開口部内面に直交する支
軸まわりに回動するように前記本体により支持された操作部材と、
からなり、
前記操作ハンドルの把持部を前記本体に近づけた施錠位置と前記把持部を前記本体から遠
ざけた開錠位置との間で前記操作部材を回動させることにより施開錠を行う、窓枠内に組
み込まれた障子を室内外方向へ開閉することができる窓に用いられる施錠装置であって、
　前記操作ハンドルに対して、前記支軸と平行な回動軸まわりに回動するロック片を、該
ロック片の把持部が前記操作ハンドルの把持部から室外方向へ突出した状態となるように
弾性付勢してなり、前記施錠位置において、前記ロック片の把持部が前記操作ハンドルの
把持部から室外方向へ突出した状態では、前記ロック片の掛止部が前記本体に設けた掛止
片により掛止され、前記弾性付勢力に抗して前記ロック片の把持部を室内方向へ回動させ
た状態では、前記掛止部と前記掛止片との掛止が解除されるとともに、
　前記本体により支持され、前記操作部材の前記支軸から前記操作部との間の部分に当接
する当接部が設けられるとともに前記部分に向かって弾性付勢され、前記本体の開口から
出没する施錠確認用出没体を備え、該施錠確認用出没体は、前記操作部材の前記支軸まわ
りの回動に連動して、前記施錠位置で前記開口から突出し、前記開錠位置で前記開口内に
没入するものである、操作部材のロック装置を備えた施錠装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、窓枠内に組み込まれた障子を室内外方向へ開閉することができる窓において
、その施開錠操作を行うための操作部材を施錠位置でロックするロック装置を備えた施錠
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　縦すべり出し窓、横すべり出し窓、片開き窓又は突出し窓等のような窓枠内に組み込ま
れた障子を室内外方向へ開閉することができる窓において、障子の戸先框に取り付けられ
た障子側係合部材と、窓枠に沿って摺動可能に支持された、障子側係合部材に係合する枠
側係合部材及び連動ピンを有する連動板と、連動ピンを操作する操作部（カム板）を室外
側に、操作ハンドル（レバー）を室内側に備えた操作部材とを備えてなる施錠装置が広く
使用されている（例えば、特許文献１参照。）。
　この施錠装置によれば、操作ハンドルを回動させて操作部により連動ピンを操作し、連
動板をその長手方向に移動させることにより、前記障子側係合部材及び枠側係合部材が係
合した施錠状態又は前記係合が解除された開錠状態にすることができる。
　また、このような施錠装置において、室外側からバール等により窓サッシの框体及び枠
体を変形させて施錠装置の操作部等を操作する不正開錠に対し、侵入所要時間を長くして
防犯性を高めるための補助ロック装置として、施錠状態の操作部材の位置を固定するロッ
ク装置が一般的に用いられている。
【０００３】
　さらに、窓枠内に組み込まれた障子を室内外方向へ開閉することができる窓の施開錠操
作を行うための操作部材ではないが、バタフライバルブ等の弁軸を回転して開閉するバル
ブの手動操作用のハンドル装置として、レバーハンドルに対して、その長手方向の中間部
分に弁軸の回転方向（レバーハンドルの操作方向）の支軸を設け、該支軸によりロック用
レバーの長手方向の中間部分を支持し、ロック用レバーを回動可能に構成したロック装置
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を備えたものがある（例えば、特許文献２参照。）。
　このようなロック装置を備えたハンドル装置では、レバーハンドルとともにロック用レ
バーを握らないと、ロック用レバーの先端部が上部フランジに取り付けた円板に形成した
ロック溝に嵌入していることからロック状態となっているため、レバーハンドルを操作す
ることができず、レバーハンドルとともにロック用レバーを握ると、ロック用レバーの先
端部が前記ロック溝から外れることから前記ロック状態が解除されたロック解除状態とな
るため、レバーハンドルを操作することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２２５１５号公報（段落[０００９]、図１－２）
【特許文献２】実用新案登録第２５６３４０７号公報（図４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のような施錠装置に用いられる施錠状態の操作部材の位置を固定するロック
装置は、操作ハンドルとは別体に設けられることから、操作ハンドルを回動させて施錠を
行う一つの操作（ワンアクション）を行った後、さらにロック装置を操作して操作ハンド
ルの位置を固定する別の一つの操作（ワンアクション）を行う必要があるため、操作ハン
ドルの操作とロック装置をロック状態又はロック解除状態にする操作との両方を行うため
には、二つの操作（ツーアクション）を行う必要がある。
　したがって、操作ハンドルによる施錠後にロック装置の操作をし忘れる場合があり、こ
のような場合には防犯性が低下してしまうという問題がある。
【０００６】
　また、特許文献２のようなレバーハンドルに対してロック用レバーを取り付けてロック
用レバーの先端部と上部フランジに取り付けた円板のロック溝との係脱によりロック状態
又はロック解除状態とするロック装置の構成を、特許文献１のような施錠装置における施
錠状態の操作部材の位置を固定するロック装置として採用した場合には、操作ハンドル（
レバーハンドル）の操作とロック装置をロック状態又はロック解除状態にする操作とをワ
ンアクションで行うことができる。
　しかしながら、操作ハンドル（レバーハンドル）に対して、その操作方向の支軸まわり
に回動するロック用レバーを設けていることから、該ロック用レバーが回動する方向が操
作ハンドルの操作方向と直交していること、及び、ロック用レバーの先端部を受けるロッ
ク溝が形成された円板を固定側に取り付ける必要があること等により、操作ハンドルの操
作方向に直交する方向の寸法が大きく嵩張るものになる。
　その上、操作ハンドル（レバーハンドル）とロック用レバーとを前記支軸により連結し
、ロック用レバーの先端部と前記円板のロック溝との係脱によりロック状態又はロック解
除状態とする、操作ハンドル及びそのロック装置の構成全体の体裁が悪く、特に建具に用
いた際には、その室内側部分に違和感が生じるものとなる。
【０００７】
　そこで本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、窓枠内に組み込まれた
障子を室内外方向へ開閉することができる窓の施錠装置における操作部材の操作ハンドル
に対して、嵩張らずに体裁のよい状態で組み込んで使用することができ、操作ハンドルの
操作とロック装置をロック状態又はロック解除状態にする操作とをワンアクションで行う
ことができる、操作部材のロック装置を備えた施錠装置を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る操作部材のロック装置を備えた施錠装置は、前記課題解決のために、窓枠
に取り付けられた本体と、障子の戸先框に取り付けられた障子側係合部材に係合する枠側
係合部材及び連動ピンを有する、前記窓枠の開口部内面に沿って摺動可能に支持された連
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動部材と、該連動部材を移動させるように前記連動ピンを操作する操作部が室外側に設け
られるとともに、操作ハンドルが室内側に設けられた、前記開口部内面に直交する支軸ま
わりに回動するように前記本体により支持された操作部材と、からなり、前記操作ハンド
ルの把持部を前記本体に近づけた施錠位置と前記把持部を前記本体から遠ざけた開錠位置
との間で前記操作部材を回動させることにより施開錠を行う、窓枠内に組み込まれた障子
を室内外方向へ開閉することができる窓に用いられる施錠装置であって、前記操作ハンド
ルに対して、前記支軸と平行な回動軸まわりに回動するロック片を、該ロック片の把持部
が前記操作ハンドルの把持部から室外方向へ突出した状態となるように弾性付勢してなり
、前記施錠位置において、前記ロック片の把持部が前記操作ハンドルの把持部から室外方
向へ突出した状態では、前記ロック片の掛止部が前記本体に設けた掛止片により掛止され
、前記弾性付勢力に抗して前記ロック片の把持部を室内方向へ回動させた状態では、前記
掛止部と前記掛止片との掛止が解除されるとともに、前記本体により支持され、前記操作
部材の前記支軸から前記操作部との間の部分に当接する当接部が設けられるとともに前記
部分に向かって弾性付勢され、前記本体の開口から出没する施錠確認用出没体を備え、該
施錠確認用出没体は、前記操作部材の前記支軸まわりの回動に連動して、前記施錠位置で
前記開口から突出し、前記開錠位置で前記開口内に没入するものである。
【０００９】
　また、本発明に係る操作部材のロック装置を備えた施錠装置は、前記課題解決のために
、窓枠に取り付けられた本体と、障子の戸先框に取り付けられた障子側係合部材に係合す
る枠側係合部材が室外側に設けられるとともに、操作ハンドルが室内側に設けられた、前
記窓枠の開口部内面に直交する支軸まわりに回動するように前記本体により支持された操
作部材と、からなり、前記操作ハンドルの把持部を前記本体に近づけた施錠位置と前記把
持部を前記本体から遠ざけた開錠位置との間で前記操作部材を回動させることにより施開
錠を行う、窓枠内に組み込まれた障子を室内外方向へ開閉することができる窓に用いられ
る施錠装置であって、前記操作ハンドルに対して、前記支軸と平行な回動軸まわりに回動
するロック片を、該ロック片の把持部が前記操作ハンドルの把持部から室外方向へ突出し
た状態となるように弾性付勢してなり、前記施錠位置において、前記ロック片の把持部が
前記操作ハンドルの把持部から室外方向へ突出した状態では、前記ロック片の掛止部が前
記本体に設けた掛止片により掛止され、前記弾性付勢力に抗して前記ロック片の把持部を
室内方向へ回動させた状態では、前記掛止部と前記掛止片との掛止が解除されるとともに
、前記本体により支持され、前記操作部材の前記支軸から前記操作部との間の部分に当接
する当接部が設けられるとともに前記部分に向かって弾性付勢され、前記本体の開口から
出没する施錠確認用出没体を備え、該施錠確認用出没体は、前記操作部材の前記支軸まわ
りの回動に連動して、前記施錠位置で前記開口から突出し、前記開錠位置で前記開口内に
没入するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る操作部材のロック装置を備えた施錠装置によれば、操作部材の操作ハンド
ルに対して、操作部材の回動軸である前記支軸と平行な回動軸まわりに回動するロック片
を、該ロック片の把持部が前記操作ハンドルの把持部から室外方向へ突出した状態となる
ように弾性付勢してなり、施錠位置において、前記ロック片の把持部が前記操作ハンドル
の把持部から室外方向へ突出した状態では、前記ロック片の掛止部が前記本体に設けた掛
止片により掛止され、前記弾性付勢力に抗して前記ロック片の把持部を室内方向へ回動さ
せた状態では、前記掛止部と前記掛止片との掛止が解除されるので、操作ハンドルを施錠
位置まで回動させてロック片の把持部から手を離した状態では、弾性付勢されたロック片
の把持部が操作ハンドルの把持部から室外方向へ突出した状態となるとともに、ロック片
の掛止部が本体の掛止片に掛止されるため、操作ハンドル（操作部材）の位置が固定され
たロック状態になる。
【００１２】
　このロック状態において、操作者が操作ハンドルの把持部とともにロック片の把持部を
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握り、ロック片の把持部を弾性付勢力に抗して室内方向へ回動させると、ロック片の掛止
部も回動して本体の掛止片から外れ、ロック片の掛止部と本体の掛止片との掛止が解除さ
れるため、ロック片の把持部の回動方向と同方向である室内方向へ操作ハンドルを操作し
て開錠位置まで回動することができる。
　よって、操作ハンドルの操作と、操作ハンドル（操作部材）を施錠位置で固定するロッ
ク装置をロック状態又はロック解除状態にする操作とをワンアクションで行うことができ
ることから、操作ハンドルによる施錠後にロック装置の操作をし忘れる場合がなくなるた
め、防犯性を向上することができる。
【００１３】
　その上、ロック片が操作部材の回動軸である前記支軸と平行な回動軸まわりに回動して
その掛止部と本体の掛止片との掛止及びその解除を行う構成であることから、ロック片の
回動方向が操作ハンドルの操作方向と同じであるとともに、このように操作ハンドルの操
作方向と同じ方向に回動する回動側のロック片の掛止部を掛止するための固定側の構造と
して、本体に掛止片を設けるのみでよいため、操作ハンドルの操作方向に直交する方向の
寸法が大きく嵩張るものになることがない。
　よって、このような操作ハンドル（操作部材）を施錠位置で固定するロック装置は、窓
枠内に組み込まれた障子を室内外方向へ開閉することができる窓の施錠装置における操作
部材の操作ハンドルに対して、嵩張らずに体裁のよい状態で組み込んで使用することがで
きるため、建具の室内側部分に違和感が生じることがない。
【００１４】
　その上さらに、前記本体により支持され、前記操作部材の前記支軸から前記操作部との
間の部分に当接する当接部が設けられるとともに前記部分に向かって弾性付勢され、前記
本体の開口から出没する施錠確認用出没体を備え、該施錠確認用出没体は、前記操作部材
の前記支軸まわりの回動に連動して、前記施錠位置で前記開口から突出し、前記開錠位置
で前記開口内に没入するものであるので、施錠確認用出没体が操作部材の回動に連動して
出没し、操作部材の施錠位置では施錠確認用出没体を視認でき、操作部材の開錠位置では
施錠確認用出没体を視認できないため、施錠状態及び開錠状態を確認することができる。
　よって、操作者による操作ハンドルを施錠位置まで回動する操作の確実を期することが
できるため、さらに防犯性を向上することができる。
                                                                                
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態に係る操作部材のロック装置を備えた施錠装置が取り付けら
れた縦すべり出し窓の要部を示す正面図である。
【図２】同じく平面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る操作部材のロック装置を備えた施錠装置の施錠状態を
示す正面図である。
【図４】同じく開錠状態を示す正面図である。
【図５】同じく施錠状態を示す斜視図である。
【図６】同じく施錠状態でロック片を操作した状態を示す部分断面図である。
【図７】（ａ）はロック片の掛止部が本体の掛止片に掛止された状態を示す斜視図であり
、（ｂ）は前記掛止が解除された状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に本発明の実施の形態を添付図面に基づき詳細に説明するが、本発明は、添付図面に
示された形態に限定されず特許請求の範囲に記載の要件を満たす実施形態の全てを含むも
のである。
　本発明に係る操作部材のロック装置を備えた施錠装置は、窓枠内に組み込まれた障子を
室内外方向へ開閉することができる窓に用いるものであり、以下で説明する実施の形態で
は、本発明の施錠装置を縦すべり出し窓に用いた例を示している。
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　なお、本明細書においては、室内側から室外側へ向かう方向の前側を前（図中矢印Ｆ参
照。）、後側を後とし、左右は前方に向かっていうものとし、左方から見た図を正面図と
する。
【００１７】
　図１～図４に示すように、施錠装置Ｌは、縦すべり出し窓２１の窓枠２２（右側の縦枠
２２Ｓ）に取り付けられた合成樹脂製本体１と、窓枠２２（右側の縦枠２２Ｓ）の開口部
内面２２Ａに沿って上下方向に摺動可能に支持された上下方向に長い金属製連動部材１８
と、金属製操作アーム５が前側に設けられるとともに合成樹脂製操作ハンドル４が後側に
設けられ、前記開口部内面２２Ａに直交する左右方向の支軸３まわりに回動するように本
体１により支持された操作部材２とからなり、操作ハンドル４の把持部４Ａを本体１に近
づけた図３に示す施錠位置と把持部４Ａを本体１から遠ざけた図１及び図４に示す開錠位
置との間で操作部材２を回動させることにより施開錠を行うものである。
【００１８】
　連動部材１８には、上下の金属製枠側係合部材２４，２４及びその下側の金属製連動ピ
ン２０が取り付けられており、枠側係合部材２４，２４が、障子２３の戸先框（右側の縦
框）２３Ｓに取り付けられた上下の金属製障子側係合部材２５，２５に係合する。
　また、操作部材２の操作アーム５には、連動ピン２０を操作するための正面視略Ｕ字状
の係合凹部５Ｂが形成されている。
　ここで、図３～図６に示すように、本体１は、その上下の取付穴９，９内に埋め込んだ
ナット１０，１０に取付ねじを螺合することにより窓枠２２（右側の縦枠２２Ｓ）に取り
付けられ、本体１の前面に形成された上下方向に長い開口７（図５参照。）から操作アー
ム５の操作部５Ａが突出するとともに、本体１の上面に形成された開口８（図５参照。）
から合成樹脂製の後述する施錠確認用出没体１５が出没する。
【００１９】
　縦すべり出し窓２１の障子２３を開閉する図示しないオペレータを操作して窓枠２２内
に収容した状態（図１及び図２の矢印ＣＬ及び図２の２点鎖線参照。）で、操作ハンドル
４を図１及び図４に示す開錠位置から図３に示す施錠位置まで前方へ回動させると（図１
の矢印Ｅ１参照。）、操作部５Ａの係合凹部５Ｂに連動ピン２０が係合していることから
、操作部５Ａにより連動ピン２０が操作されて連動部材１８が上方へ移動し（図１の矢印
Ｅ２参照。）、連動部材１８に取り付けられた枠側係合部材２４，２４が上方へ移動して
障子側係合部材２５，２５に係合するため、施錠状態となる。
　この施錠状態で、ロック片１２を図３及び図７（ａ）の矢印Ａのように後方へ回動し、
ロック片１２を操作ハンドル４の把持部４Ａに対して後方へ相対移動させた図６及び図７
（ｂ）に示す後述するロック解除状態とし、操作ハンドル４を図３の矢印Ｂのように後方
へ回動して図１及び図４に示す開錠位置にすることにより、下方へ回動する操作部５Ａ（
図３の矢印Ｃ参照。）により連動ピン２０が操作されて連動部材１８が下方へ移動し（図
３の矢印Ｄ参照。）、枠側係合部材２４，２４と障子側係合部材２５，２５との係合が解
除されて開錠状態となり、この開錠状態では、前記オペレータにより障子２３を前側に開
くことができる。
【００２０】
　また、上記構成の施錠装置Ｌは、施錠状態の操作部材２の位置を固定するロック装置も
備えており、すなわち、操作ハンドル４に対して、左右方向の支軸３と平行な左右方向の
回動軸１３まわりに回動する、正面視略逆Ｌ字状のロック片１２が、該ロック片１２の把
持部１２Ａが操作ハンドル４の把持部４Ａから前方へ突出した状態となるように圧縮コイ
ルばね１４により弾性付勢されており、前記施錠状態（操作部材２（操作ハンドル４）の
施錠位置）において、ロック片１２の把持部１２Ａが操作ハンドル４の把持部４Ａから前
向へ突出した状態では、ロック片１２の掛止部１２Ｂが本体１に設けた掛止片１１に掛止
されるため（図３及び図７（ａ）参照。）、操作部材２（操作ハンドル４）の位置が固定
されたロック状態となる。
【００２１】
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　このロック状態で、圧縮コイルばね１４の復元力に基づく弾性付勢力に抗してロック片
１２の把持部１２Ａを後方へ回動させた状態（図６及び図７（ｂ）参照。）では、掛止部
１２Ｂと掛止片１１との掛止が解除されることからロック解除状態になるため、操作ハン
ドル４を図３の矢印Ｂのように後方へ回動させて図４に示す開錠位置にすることができる
。
　この開錠位置では、操作ハンドル４に形成した当止部４Ｂが本体１に形成した当止片６
により当止されるため、操作ハンドル４の必要以上の回動が規制されるとともに、本体１
の掛止片１１の後面１１Ａにロック片１２の掛止部１２Ｂの前部が当接した状態となって
いるため、操作ハンドル４の位置が保持される。
　すなわち、ロック解除状態の操作ハンドル４を図４に示す開錠位置から図３に示す施錠
位置まで回動させる際には、操作ハンドル４の把持部４Ａとともにロック片１２の把持部
１２Ａを握ってもよいが、操作ハンドル４のみを前方へ押すことによりロック片１２の掛
止部１２Ｂが本体１の掛止片１１を乗り越えてその前側に移動するため、操作ハンドル４
を施錠位置まで容易に回動させて施錠状態及びロック状態にすることができる。
【００２２】
　図３～図６に示すように、施錠確認用出没体１５は、本体１により上下方向にスライド
可能に支持されるとともに、施錠確認用出没体１５と一体に形成された樹脂ばね１６によ
り下方へ弾性付勢されており、その下端の当接部１７が操作アーム５（操作部材２）の支
軸３から操作部５Ａとの間の部分に当接する。
　したがって、施錠確認用出没体１５は、操作部材２の支軸３まわりの回動に連動して、
図３及び図５に示す施錠位置で本体１の開口８から突出し、図４に示す開錠位置で本体１
の開口８内に没入する。
　よって、施錠確認用出没体１５は、操作部材２の施錠位置では視認でき、操作部材２の
開錠位置では視認できず、このようにして施錠状態及び開錠状態を確認することができる
ことから、操作者による操作ハンドルを施錠位置まで回動する操作の確実を期することが
できるため、防犯性を向上することができる。
【００２３】
　以上のような構成の操作部材のロック装置を備えた施錠装置Ｌによれば、操作者が操作
ハンドル４を操作して施錠位置まで回動させ、ロック片１２の把持部１２Ａから手を離し
た状態では、圧縮コイルばね１４により弾性付勢されたロック片１２の把持部１２Ａが操
作ハンドル４の把持部４Ａから前方へ突出した状態となるとともに、ロック片１２の掛止
部１２Ｂが本体１の掛止片１１に掛止されるため、操作ハンドル４（操作部材２）の位置
が固定されたロック状態になる。
　このロック状態において、操作者が操作ハンドル４の把持部４Ａとともにロック片１２
の把持部１２Ａを握り、ロック片１２の把持部１２Ａを弾性付勢力に抗して操作ハンドル
４に対して後方へ回動させると、ロック片１２の掛止部１２Ｂが下方へ回動して本体１の
掛止片１１から外れ、ロック片１２の掛止部１２Ｂと本体１の掛止片１１との掛止が解除
されるため、ロック片１２の把持部１２Ａの回動方向と同方向である後方へ操作ハンドル
４を操作して開錠位置まで回動することができる。
　よって、操作ハンドル４の操作と、操作ハンドル４（操作部材２）を施錠位置で固定す
るロック装置をロック状態又はロック解除状態にする操作とをワンアクションで行うこと
ができることから、操作ハンドル４による施錠後にロック装置の操作をし忘れる場合がな
くなるため、防犯性を向上することができる。
【００２４】
　また、ロック片１２が、窓枠２２（右側の縦枠２２Ｓ）の開口部内面２２Ａに直交する
左右方向の支軸３と平行な左右方向の回動軸１３まわりに回動することにより、その掛止
部１２Ｂと本体１の掛止片１１との掛止及びその解除を行う構成であることから、ロック
片１２の回動方向が操作ハンドル４の操作方向と同じであるとともに、このように操作ハ
ンドル４の操作方向と同じ方向に回動する回動側のロック片１２の掛止部１２Ｂを掛止す
るための固定側の構造として、本体１に掛止片１１を設けるのみでよいため、左右方向（
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　よって、このような操作ハンドル４（操作部材２）を施錠位置で固定するロック装置は
、障子２３を前後方向へ開閉する縦すべり出し窓２１の施錠装置Ｌにおける操作部材２の
操作ハンドル４に対して、嵩張らずに体裁のよい状態で組み込んで使用することができる
ため、建具の室内側部分に違和感が生じることがない。
【００２５】
　以上の説明においては、施錠装置Ｌが、操作ハンドル４を操作して操作部５Ａの係合凹
部５Ｂに係合する連動ピン２０を介して連動部材１８を移動させることにより、連動部材
１８に取り付けた枠側係合部材２４，２４を障子側係合部材２５，２５に係合させて施錠
する構成である場合を示したが、操作部５Ａ自体を例えば鎌状の障子側係合部材とし、障
子側係合部材をピンとして、操作ハンドル４を操作して鎌状の障子側係合部材を回動させ
てピンである障子側係合部材に直接係合させる構成としてもよい。
　また、以上の説明においては、本発明に係る操作部材のロック装置を備えた施錠装置を
縦すべり出し窓に用いた例について説明したが、本発明に係る操作部材のロック装置を備
えた施錠装置は、横すべり出し窓、片開き窓又は突出し窓等の窓枠内に組み込まれた障子
を室内外方向へ開閉することができる窓に対しても用いることができる。
【符号の説明】
【００２６】
Ｌ　施錠装置
１　本体
２　操作部材
３　支軸
４　操作ハンドル
４Ａ　把持部
５　操作アーム
５Ａ　操作部
５Ｂ　係合凹部
７，８　開口
１１　掛止片
１２　ロック片
１２Ａ　把持部
１２Ｂ　掛止部
１３　回動軸
１４　圧縮コイルばね
１５　施錠確認用出没体
１６　樹脂ばね
１７　当接部
１８　連動部材
２０　連動ピン
２１　縦すべり出し窓
２２　窓枠
２２Ａ　開口部内面
２２Ｓ　縦枠
２３　障子
２３Ｓ　戸先框（縦框）
２４　枠側係合部材
２５　障子側係合部材
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